










要約:新生児期や乳児期には、児は外からの言語刺激に対しエントレインメント現象として

四肢の動きで反応していることが知られている。エントレインメント現象が認められるか

否かを客観的に判定する為に、音声と体動とをビデオカメラを用いて録画し、コソピュー

ターで画像中の四肢の動きと音声を数量化し、音声と体動との相互関係数を計算し、相関

の有無を判定する装置がエントレノグラフィーとして開発されている。今回、われわれは

この装置が NICU に収容された児の診断に用いることが出来るか否かを検討し、次の結果を

得た。 

聴力が正常であるか否か判定が困難な症例を検査したところ、呼掛けに対し、検査者との

間にエントレインメント現象が認められ、音声は正常に聴取され理解されていることが明

らかになった。一方発達障害の認められる例では、話しかけに対する四肢の動きには相関

が認められなかった。 


